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下水はなんで も知 っている

最高の 「麻薬捜査官」

最 近 の微 量 分析 技 術 の発 展 に よ り、

下 水 中 の化学 物 質 が 正確 に同定 され る

よ うにな った。 ミラ ノにあ るマ リオ ネ

グ リ薬 理 学 研 究所 のエ ッ トー レ ・ズ ッ

カ ー トと同僚 は、 イタ リアの 4つ の中

規 模 都 市 の 川 や 下 水 か ら 「コ カ イ ン

と、 尿 中 で 検 出 さ れ る B E ( b e

zoylecgonine)と 呼 ば れ る コ カ イ ン

の主 な代 謝 生 成 4/2質Jを 検 査 した。

そ の 結 果 、 「イ タ リア最 大 の流 域 面

積 を持 つ ポ ー川 周 辺 に住 む 540万 人 の

人 々 は、 毎 日4 kgの コカ イ ンを服 用 し

て い る」 こ とが判 明 した。

幻想 や妄 想 を起 こす コカ イ ン、 薬 物

依 存 症 の人 間 は 100mg /日 摂 取 す る と

言 わ れ て い るの で、 この量 は 4万 人 分

の麻 薬 患 者 に相 当 す る と考 え られ て い

たう。

イ タ リ ア 政 府 に よ る 第 14回 国 勢 調 査

(2 0 0 1年)で は、 こ の 川 の 周 辺 に住 む

約 15 0万人 の若 い成 人 は
一 ケ月 に少 な

く と も 15000回 の コカ イ ン使 用 し て い

る こ とが示 され て い る。 事実 、 全 体 の

1.1%で あ る 15-34歳 の 人 々 は 調 査 の

前月 に少 な くとも一 回 、 コカ イ ンを使

用 した ことを認 め て い る。 研 究 者 に と

り彼 らの薬物 使 用量 につ い て、 正確 な

こ とは半Uら ないが、 ポ ー川 の流域 で は

年 間 1500kgの コカ イ ンが使 用 され、 そ

の経 済 的価 値 は、 路上 価 格 で 15億 ドル

と推 定 され 犯 罪 の温床 とも言 わ れ て い

る。 この コカ イ ン使 用 量 は イ タ リア麻

薬 取 締 当局 の推 損Jを大 き く上 回 る もの

で あ った。

今 回 の研 究 の意 義 は、 麻薬 成 分 で あ

る コカ イ ン と、 それ を服 用 した際 の代

謝 生 成 4/2の両 方 を最 新 鋭 の高 速 液 体 ク

ロマ トグ ラ フ ィや 四重極 型 MS(質 量

分 析器 )で 正 確 に調 べ た こ とで あ る。

仮 に この様 な分析 法 を用 い て限 られ

た居 住 地 区 (例え ば集 合 住 宅 や個 別 住

居 )の 下水 を採取 ・検査 す る とエ ス ト

ロゲ ン (女性 ホ ル モ ン)の 比 に よる男

女 数 差 や 居 住 者 が 使 用 し て い る 薬 剤

(消炎 剤 、 て ん か ん 治 療 薬 、 脂 質 低 下

薬 、抗 生 物 質 )等 が正確 に突 き止 め ら

れ る こ とにな り、将 来 、 下 水 は 「個 人

情 報 の 宝 庫 」 と呼 ば れ る か も 知 れ な

い。 こ こで も下 水 (情報 )の 漏 洩 には

留 意 が必 要 で あ る。
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